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演習 5 クラス，地域研究プロジェクト 3 クラスを担当し，9 回の合宿と 14 回のフィールドワー
クで，フィールド 24 箇所を訪ねた．④卒業論文では 6 年間に 5 つの専門演習クラスを担当し，
52 人全員が論文を提出して卒業した．インタビュー調査 25，事例検討 11，量的調査 6，統計研
究 6，参与観察 2，インタビュー調査と事例検討の混合研究 2，テーマは多彩で，保健・医療や
病いは 10 数本に過ぎなかった．卒業後社会人 2 年目に自ら生命を絶った者があった．大学教員
は学生が就職・進学しただけで役割を果たしたとは言えず，生きぬく力を伝える責任がある．⑤

























































































































































































































の戦略―0 歳から 100 歳のすべての人が安心して暮らせる地域づくりをめざして―』2017-19 年
　社会福祉と保健・医療は地続きの分野です．地域社会の課題に，分野をまたがって一緒に取り
組むことについては，2017 年から 19 年に本学がニッセイ財団の委託を受けて取り組んだ「地域
共生社会の実現にむけた地域包括支援体制構築の戦略―0 歳から 100 歳のすべての人が安心して
暮らせる地域づくりをめざして―」でも研究テーマとなりました（ニッセイ財団 2019 年）．
　看護学部の白尾久美子先生，NPO 法人地域福祉サポートちたの岡本一美さん，市野恵さんと
私が一緒に取り組んだ「知多半島 5 市 5 町の多職種研修プロジェクト」もその一つです．
　知多半島で開かれている多職種研修会
　この研究プロジェクトの調査によれば，知多半島の 5 市 5 町で，地域福祉と保健医療をまたい









































































図表 3　医学概論 2020 授業スケジュール
第  1回　５月13日　　本科目の進め方、新型コロナ肺炎を医学する（１） 
第  2回　５月20日　　新型コロナ肺炎を医学する（２）３章7,14節・２章2節5・７章5節 
第  3回　５月27日　　医学は疾病と健康をどうみるか 2章1節・7章2節・３章1,5,6節 
第  4回　６月  3日　　生活と医療：いのち・疾病・生活機能 1章1-2節・2章2節9・7章1節・6章1節 
第  5回　６月10日　　人体の制御：神経・ホルモン・免疫 ２章2節7,8,14・３章3,6,9節 
第  6回　６月17日　　高齢者の病気・障害 １章3節・２章２節１・３章17節・４章8節・７章3節 
☆６月17日～６月24　Web小テスト　　　　　　　　　　 
第  7回　６月24日　　疾病の理解（１）運動と感覚の疾患 ２章2節7,10-12・3章３,12,13節・４章1-4節 
第  8回　OD6月25日～  疾病の理解（２）循環器・消化器疾患 2章2節3,6・3章4,8節・４章5節 
第  9回　７月  1日　　疾病の理解（３）生と死と病気 3章2,15,16,17,18 
第10回　OD7月2日～   疾病の理解（４）体液水電解質平衡を妨げる疾患 2章2節1,2,4・3章9-11節 
第11回　７月  8日　　疾病の理解（５）精神とこころ １章２節・４章6-7,9,10節 
第12回　７月15日　　障害とリハビリテーション医療（１） 6章２-４節・５章1-5節 










































































　私は，着任した 2015 年に，社会福祉学部 1 年生の総合演習，2 年生の地域研究プロジェクト，




　合計すると専門演習 5 クラス，地域研究プロジェクト 3 クラスを担当しました．9 回の合宿と
14 回のフィールドワークに同行することができ，一緒に訪ねたフィールドは 24 箇所になります





































　6 年間で 123 人と，限られた人数ではありますが，医療の現場を社会福祉学を学ぶ学生と一緒
に訪ねる機会を作るのは，医師である教員の役目だと思います．
　卒業論文のテーマと方法から
　次に卒業論文です．6 年間に 5 つの専門演習クラスを担当し，52 人の卒業生を送り出しまし
た．その全員が卒業論文の制作に取り組み，①字数 1 万 6 千字以上，②引用文献 10 本以上の条
件に加えてさらに，③独自の調査を行っているという，厳しい条件をクリアした論文を提出して
いきました．調査方法は，インタビュー調査が 25，事例検討 11，量的調査 6，統計研究 6，参与











































を述べます．講義科目「リハビリテーション医学」を 2015 年から 2020 年まで担当しました．こ
れは，二木立前学長が社会福祉学部教員時代に開講され，近藤克則教授が引き継がれ，私が 3 代
目で担当した科目です（図表 7）．
図表 7　リハビリテーション医学 2020 講義スケジュール
第1回 5/14 リハビリテーションとリハ医学












































　rehabilitation of Philippines society after typhoon Yolanda
　「医学概論」と「リハビリテーション医学」では，1 枚のポスターを紹介しています．私が働
いてきている長野県にある佐久病院の，国際保健医療科・国際保健委員会が 2014 年に行った講
演会のポスターです．この前年に，Philippines をおそった台風 30 号，現地の名前で Yolanda
の被害を受けた Philippines 大学レイテ分校の School of Health Science を支援する取り組みの






















　IPE の国際的な定義は，"Interprofessional Education occurs when two or more professions 
learn with, from and about each other to improve collaboration and the quality of care"
（CAIPE 2002）です．（注 CAIPE: Centre for the Advancement of Interprofessional Education, 
UK）
























　私が病院に勤めていたころ，1997 年から 2005 年に専門職教育を受ける学生を集めて，「対人
援助のワークショップ」という IPE に参加した人々を対象に，2017 年に行った調査結果があり
ます（図表 9）．9 年間にわたる全 14 回の参加者合計 185 人（医学生 43 人，看護学生 23 人，






問１　複数の職種での連携・協働が大切だと思う場面がありましたか？ 24 0 0 24
問２　他職種との連携・協働は難しいと思う場面がありましたか？ 19 2 3 24
問３　「対人援助のワークショップ」で学んだことで、役に立ったなと思う
経験がありましたか？ 23 0 1 24
問４　「対人援助のワークショップ」で学んだことで、かえって邪魔にな
った経験がありましたか？ 4 18 2 24
問５　卒前教育での多職種連携教育は必要だと思いますか？ 22 0 2 24
問６　社会人教育（現場での研修や人材育成、職能団体などでの研修）で
多職種連携教育は必要だと思いますか？ 22 0 2 24
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　2005 年の全国調査によれば，「他学部・他大学と協力したカリキュラム」があったのは 9 学科
／ 128 学科でした（大嶋 2009）．2016 年に，専門学会である日本保健医療福祉連携教育学会の第
9 回学術集会で報告された IPE プログラムを，演題集でチェックしたところ，15 大学 32 学部 52
学科ありました．2018 年 3 月に，私が Web 等で確認できた IPE プログラム（正課）は 55 大学，
2 専門学校，192 学科です．ただし，医学部と社会福祉学部の両方を含むのは 5 プログラムだけ














　医師国家試験では 2.2％から 6.5％に 3 倍になりました．理学療法士，作業療法士はそれより
は少なめです．看護師では 10％が出題されています．そして，社会福祉士では，2017 年から 19





















































































　「地域研究プロジェクト」は 3 年間担当しました．まさに地域連携科目で 2015，16 年度は地域
福祉の場で学ぶプログラムを行いました．そして 2018 年度は，看護学部におられた渡邊亜紀子
先生たちが組織された看護学部生の自主ゼミと合同で IPE として取り組みました．


























アのための多職種連携」には 9 学部 22 名の教員と学外のゲスト講師 2 名が参加しました．2019






　1 月 29 日の時点で回答をいただいた 12 名の先生方の声をまとめました．「大学の教員が他学
部の教員と科目を共同開発することに意義があると思うか？」という質問には，8 名がとても意
義がある，4 名がある程度意義があると回答されました．一方で，「他学部の教員と科目の共同



















ングシリーズ IP は，協同医書出版から出版した，第 1 巻が総論，2 巻が学生，3 巻が教員，4 巻
が現場むけ，そして 5 巻が教材事例集で構成される全 5 巻の IPE の教科書です．私は，シリー























応する 3 つで考えられていました．例えば Martin-Rodriguez らは，それを関係性，組織，シス
テムと表現しています（Martin-Rodriguez ら 2005）．私の研究では，専門職 35 人への聴き取り
調査をもとに，6 つの要因に拡張しました（藤井 2019 pp120-128）．
　（1）患者のニーズは多職種連携に大きく影響します．そのニーズは，少子高齢化，疾病の動
向，家庭や職場の環境など，社会状況に規定されます．（2）働き手の能力には，連携して働く経

















































































































　これを説明する概念が response shift でした．山崎喜比古先生に教えていただきました．回答
者のもつ評価基準が，経験や学習によって変化することによる影響です．この場合は，在宅ケア
や慢性期病棟での高度で複雑な連携を経験し，あるいは多職種研修で学ぶことで，自分の職場の







































せん．その上で，8 つの学部と 6 つの大学院研究科をもつ大学の潜在的な強みを，研究面でも教
育面でも活かしていかれることを要望します．そのために大学人の多職種連携，専門を超えた
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